
債券市場は、15⽇と17⽇が休場で取引⽇数が少ない中、10年国
債利回りは上昇しました（価格は下落）。13⽇発表の消費者物
価指数（CPI）は市場予想を下回りましたが、ルピーの下落などが
嫌気されました。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年8⽉17⽇）

［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年8⽉16⽇）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年8⽉17⽇）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

週初はトルコリラ急落を受けた新興国売りの流れでインド株式市場も
下落したものの、翌⽇には買い戻す動きが⾒られました。15⽇は独
⽴記念⽇で休場となりました。週後半は海外市場が概ね落ち着いた
動きとなり、インド株式市場も⼩幅⾼となりました。

前週後半からのトルコリラの急落を受けた新興国通貨安の流れで、
ルピーも対⽶ドルで下落しました。インドの7⽉の貿易⾚字が市場予
想を上回ったことも嫌気されました。また、円が対⽶ドルで上昇したこ
とから、対円でも下落しました。

（対象期間：2018/8/13〜8/17）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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2018/8/10 2018/8/16 変化幅

7.754 7.861 +0.107

2018/8/10 2018/8/17 変化率

1.611 1.575 -2.22%

2018/8/10 2018/8/17 変化率

37,869.23 37,947.88 +0.21%

*15、17⽇は債券市場が休場。
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*15⽇は株式市場が休場。


